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特集にあたって
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虐待や家族の機能不全という小児期逆境体験(adverse childhood experiences：ACEs)が成人
後の心身の機能に影響を及ぼすことが明らかとなってきた。家庭内の逆境に加えて，
いじめをはじめとする家庭外の逆境もトラウマとなり，成長後までも心身の問題を生
じやすくする可能性がある。場合によっては，本人が親となってからも問題が残存し
て，悪影響が次世代に伝わっていくことも考えられる。虐待やいじめは児童精神医学
とその関連領域を中心に検討されてきたが，ACEsを含めたトラウマは稀でなくその
影響が長期に及び得ることから，より幅広い検討が望まれる。
トラウマを体験していると，何らかのきっかけでトラウマ反応が生じることがあり，

それを理解できない周囲が問題視して対応すると悪循環となることが考えられる。小
児期の体験が成長後に影響してくるとしたら，本人でも理解できずにいっそう対応し
難いかもしれない。それは，医療でも福祉でも教育でも起こり得ることだろう。そこ
で，トラウマが影響している可能性を念頭に置いて対応することが重要と認識される
ようになり，トラウマインフォームドケア(trauma informed care：TIC)という概念が広が
りつつある。TICは，心的外傷後ストレス障害のように明らかにトラウマの影響を受
けている人に対する特定のケアだけでなく，すべての人に対するトラウマの理解とそ
れに基づく対応を含んでいるとされる。
この特集では，TICと ACEsをめぐって，精神医療・看護に限らず様々な立場から
論じていただいた。それを通じて，読者の皆様が，基本的なものとしての理解をして
いただくとともによりよい対応への手がかりを得ていただけたら幸いである。
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